



















てきていますから、それを普及するための研修や啓発の場を広げることです。現場での研修にもそのようなテーマが増えてきました。大学の公開講座なども盛んです。学生の間に、特別支援学校の教諭免許を取得することも増えてきました。大学院など 専門的な資格の取得を通して知識や技法を身につけることも出てきています。それらを通して 専門的な知見 備えた保育者・教員・支援者が育っていくことでしょう
もう一つは、現場での対応を支援することです。幼稚園・保育園・小学校等の現
場において、通常学級であっ 障害を抱えた子どもがいるのが当たり前になってきました とはいえ、多くの担任や支援員にとって、その支援は容易なことではありません。他の多くの子どもたちがいる中での支援であ ということもあり、そこで求められる援助が多岐にわたることもあり 単なる今までの保育や教育上の指導の工夫では足りない です。そ 支援 ため、現場を巡る専門家による巡回指導なども広が ています。
さらに、保護者支援が重要であることは言うまでもありません。その悩みに応じ
ていくこととともに、具体的な関わり方を知りたいと思っている保護者は多くいます。保護者同士 連携 大事な働 をするこ でしょう。障害のある子どもの保護者が孤立せずに、社会の中 多くの子どもの子育てとつながるよう体制 整 ることも求められています。
